
を
見
据
え
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
分

権
型
地
域
の
形
成
を
推
進
し
、
住
民
の
意

向
を
十
分
に
く
み
取
り
な
が
ら
透
明
性

の
高
い
自
治
体
運
営
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
一
層
重
要
に
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
が
活

気
に
満
ち
あ
ふ
れ
、
明
る
い
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま
す
と
と
も

に
、
私
ど
も
議
会
も
、
地
方
新
時
代
に
ふ

さ
わ
し
い
議
会
と
し
て
、
議
会
改
革
を
進

め
、
一
層
開
か
れ
た
議
会
運
営
の
も
と
に
、

よ
り
ま
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
今
後
さ
ら
に
工
夫
を
重
ね
、
市

民
の
皆
様
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ

う
決
意
を
新
た
に
い
た
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
本
年
が
幸
多
く

輝
か
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
春
の
ご
あ

い
き
っ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

’｀　発行宇治市￥

編集広報課
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亨ﾚ　◇新春特別番組◇

ﾚ……y･･　久保田市長

tl'……:　　新春の抱負を語る

/弄1:|ﾉ本日1月旧祝午前10時から15分間

男/KBS京都UHF 3牡h言言且○

更なる市政の発展を開かれた議会に
市政の発展と、皆様の生活の安定･[古]

上のため、施策を積極的に行います

’
り
。
、
、
転
、
″

宇
治
市
長

久
保
田

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
1
8
年

の
新
谷
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
わ
が
国
の
経
済
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
地
方

交
付
税
の
見
直
し
辛
市
税
収
入
の
減
少

な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
行
財
政
環
境
は
、

ま
だ
ま
だ
厳
し
い
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
で
き
る

限
り
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
ま
ね
く

こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
ず
第
４
次
行
政
改

革
を
や
り
遂
げ
、
事
務
事
業
の
民
間
委
託

や
指
定
管
理
者
制
度
な
ど
を
積
極
的
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
財
源
の
確
保

を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
　
昨
年
４
月
に
は
大
久
保
の
日
産
車
体

京
郡
上
場
跡
地
に
宇
治
市
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
と
宇
治
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
育
成

工
場
が
オ
し
フ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施

勇

設
で
は
、
京
都
府
の
Ｉ
Ｔ
バ
ザ
ー
ル
構
想

と
連
携
し
て
、
将
来
の
宇
治
市
を
支
え
る

新
産
業
の
育
成
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
「
全
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
や

へ
っ
く
り
」
を
更
に
進
め
、
市
道
宇
治
桓

高
線
の
延
長
と
府
道
新
宇
治
淀
線
の
早

期
開
通
を
目
指
す
ほ
か
、
介
護
老
人
福
祉

施
設
の
建
設
や
老
人
園
芸
広
場
な
ど
を

整
備
し
、
保
宣
所
の
待
機
児
童
の
解
消
や

保
育
時
間
の
延
長
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
は
、
学
校
規
模
の
適
正
化
を
図
り
、

小
中
一
貫
教
育
や
少
人
数
授
業
を
実
現

す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
に
努
め
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
市
政
の
発
展
と
市
民
生
活

の
一
層
の
向
上
の
た
め
に
施
策
を
積
極

的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
レ
」
げ
ま
す
。

゛
ふ
。
べ
”
‐
べ
４
い
べ
～
／
‘
ぐ
１
べ
涛
．
Ｊ
、
’
り
ぐ
う
ご
｀
ｊ
、
り
う
゛
’
ｊ
｛
ド
’
ｊ
だ
’
ｊ
り
ｊ
ｙ
’
で
ｔ
ｊ
ｙ
ｊ
ド
ー
い
ｙ
ｊ
ｙ
ｔ
ｊ
。
、
ｙ
に
≒
ｊ
齢
ｊ
ぺ
配
で
・
町
ぐ
や
ぐ
卜
・
ぐ
ｙ
ｊ
ｙ
ｊ
ｙ
’

開かれた議会運営のもと、より
よい街づくりを目指します
層
み
一
往

宇
治
市
議
会
議
長

高
橋
尚
男

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
1
8
年

の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
に
な
ら
れ

ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
宇
治
市
は
、
2
1
世
紀
の
社
会
に
ふ
さ
わ

し
い
『
ふ
る
さ
と
宇
治
』
の
街
づ
く
り
を

築
く
た
め
、
道
路
網
や
公
共
ド
水
道
の
整

備
、
産
業
振
興
対
策
な
ど
、
都
市
機
能
の

充
実
ド
同
け
た
さ
ま
す
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　
長
引
く
低
迷
を
続
け
た
経
済
情
勢
に

も
、
よ
う
や
く
明
る
い
兆
し
が
見
え
始
め

て
お
り
ま
す
が
、
市
の
財
政
を
取
り
巻
く

環
境
は
、
誠
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
り
ま
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
も
市
政
の
発
展
の
た
め
、
そ
の
基

盤
を
ま
す
ま
す
固
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
存
じ
ま
す
し
、
少
子
化
対
策

や
介
護
・
保
健
福
祉
、
ご
み
・
環
境
、
男

女
共
同
参
画
、
雇
用
、
教
育
な
ど
の
課
題

謹賀新年　戌
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小
松
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の
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　児童書テーマ図書展示

　ことしは、いぬとしだワンレ

　１月５日(木ト25日水

　犬は、人にとって、昔から

一番身近な動物でしたよ古今

東西、物語の中にも豆撒レ

勇気や感動を与えてくれる存

在です。

　戌年にちなんで、犬が登坊

する児童書、約200冊を展示･

貸し出しします。

圖中央図書館(?7 39-9256)

宇 治 市 政 だ
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今
回
は
、
お
眼
月
に
ち
な
ん
で
、
「
最
初
の
１
　

の
日
」
に
行
わ
れ
る
「
子
の
日
遊
び
」
に
つ
い

て
お
話
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
ず
は
「
７
　
の
日
」
に
っ
い
て
で
す
が
、
こ

れ
は
、
明
治
以
前
に
月
日
も
干
支
で
表
記
し
て

い
た
こ
と
の
名
残
り
で
、
月
に
２
～
３
回
あ
る

子
の
日
の
う
ち
の
「
最
初
の
了
の
ロ
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
「
卜
の
子
の
日
」
と
も
い
い
ま
す
。

　
孚
の
日
遊
び
」
は
、
文
献
で
は
奈
良
時
代
の

大
平
６
年
（
西
暦
７
４
３
年
）
ま
で
さ
か
の
ぽ

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
初
め
は
、
朝
廷
内
の
宴

で
文
人
た
ち
が
詩
を
作
り
楽
し
む
の
が
主
で
し

た
が
、
平
安
吟
代
の
・
醍
醐
・
宇
多
天
皇
の
こ
ろ

か
ら
は
、
実
際
に
紫
野
や
北
野
に
出
か
け
て
い

き
、
小
松
を
引
い
た
り
、
若
菜
を
摘
み
楽
し
み

な
が
ら
長
寿
を
願
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
引
い
た
松
を
、
門
や
庭
に
植
え
た
の
が
門

松
の
始
ま
り
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
源
氏
物
語
の
中
で
も
、
［
初
音
］
の
巻
で
は
、

明
石
の
姫
君
の
と
こ
ろ
で
仕
え
て
い
る
童
が
、

庭
の
築
山
の
小
松
を
引
い
て
遊
ん
で
い
る
様
７
　

が
描
か
れ
て
お
り
、
「
若
菜
ト
」
の
巻
で
は
、

正
‥
万
の
子
の
日
に
、
光
源
氏
の
塑

と
若
菜
の
献
ト
が
、
介
わ
せ
て
行
わ
れ
て
い
る

様
子
が
詳
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
面

は
、
醍
醐
天
皇
の
4
0
歳
の
お
祝
い
に
若
菜
を
献

ト
し
た
情
景
を
思
わ
せ
ま
す
。

　
中
国
で
の
野
に
出
て
邪
気
を
払
う
風
習
と
、

我
が
国
で
の
野
遊
び
の
風
習
が
、
合
休
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

－
－
－
‐
‐

よ

卜卜｜卜卜日

り
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大
と
い
え
ば
、
「
知
恵
」

　
「
勇
気
」
「
誠
実
」
の
代
名
詞

の
よ
う
な
動
物
。
背
話
の

　
「
桃
太
郎
」
や
「
花
睨
爺
」

に
登
場
す
る
の
も
、
そ
う
い

う
久
た
ち
で
す
ブ
王
人
が
亡

く
な
っ
た
後
も
毎
日
駅
前
で

待
ち
続
け
た
「
忠
人
ハ
チ
公
」

の
話
は
有
名
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
犬
は
背
か

ら
、
人
間
の
大
Ｕ
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
扱
わ
れ
、
現
在

で
も
、
狩
猟
犬
や
牧
羊
大
、

盲
尊
犬
や
警
察
人
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
昨
今
で
は

被
災
地
な
ど
で
災
害
救
助
人

と
し
て
活
躍
す
る
場
面
を
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
で
口
に
す
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

意
外
と
少
な
い
戌
年

生
ま
れ

　
と
こ
ろ
で
、
奸
産
婦
の
帯

祝
い
に
「
戌
の
日
」
が
選
ば

れ
る
よ
う
に
、
犬
は
安
産
・

多
産
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
で
は
、
成
年
に
生
ま
れ

た
人
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

で
し
ょ
う
。
平
成
1
7
年
１
月

１
‐
現
在
の
総
務
省
に
よ
る

推
計
人
目
で
は
、
戊
年
生
ま

れ
は
９
８
３
万
人
で
、
総
人

□
の
７
・
７
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
ト
。
。
支
の

巾
で
十
一
番
目
、
酉
年
（
９

４
３
万
人
）
に
次
ぐ
少
な
さ

で
す
。
ち
な
み
に
一
番
多
い

の
は
、
丑
年
の
1
1
1
7
万

人
で
す
。

今
年
も
努
力
を
惜
し

ま
ず
開
運
に

　
こ
と
わ
ざ
の
巾
に
は
。

　
叉
に
論
語
」
⊇
ん
な
に
道

坪
を
説
い
て
聞
か
せ
て
も
効

果
が
な
く
、
無
駄
で
あ
る
の

也
、
叉
の
遠
吠
Ａ
（
臆
病

者
が
蔭
で
虚
勢
を
は
り
、
人

の
悪
Ｕ
を
言
う
こ
と
の
だ
と

也
な
ど
、
「
犬
」
が
登
場
す

る
も
の
は
、
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
犬
の
勇
気
や
誠
実

き
を
表
す
よ
う
な
こ
と
わ
ざ

は
、
な
か
な
か
見
当
た
り
ま

ｙ
と
き
・
：
１
月
７
日
出
、
午

前
９
時
半
九
正
午

ｙ
と
こ
ろ
…
府
立
宇
治
公
園

巾
の
島
。
雨
犬
時
は
う
じ
安

心
館
で
式
典
の
み
行
い
ま
す
。

　
囮
消
防
本
部
消
防
総
務
課

　
（
日
3
9
・
９
４
０
也

0］月６日(刺＝大久保保育所②

１月12日本＝宇治保育所③

月12日本･1月21日出＝登り保

育園④１月19日木＝小倉双葉

園保育所⑤1月20日㈲＝なか

よし保育園一木幡保育所⑤1 月

25日休)＝同胞保育園押)と③～⑤

は午前lO時～11時半(②は午前

10時～11時)レ雨天時…①～③

と⑤は決行､④と⑤=は中止

　＜たんぽぽ村＞レとき…卜弓6

日喰一把日水■24日天､午前lO時

～11時半＞ところ…西部地域子

育て支援センター＞対象■--1歳以

上３歳未満卜内容…うた・手遊

び･おもちゃ遊びなど

　くでまえひろば＞＞とき･とこ

ろ.■‥○1月10日水＝三室戸集会

所○1月1ワ日'■'K≒半白集会所

　○1月24日㈹＝広野友が丘東

集会所○１月引日火＝伊勢田

西集会所[＞対象…○歳～就学前の

子とその親＞内容…おもちゃ遊

び･公園での遊びなど

　くぴよぴよひろば＞>とき... ^

月月日水､午前lO時～月時半

ンところ…南部地域子育て支援セ

ンタデ＞対象…２歳～就学前の子

とその親＞内容…うた・手遊び･

おもちゃ遊び

　くなかよしひろば＞＞とき･と

ころ一対象…つ1月12日仁26日

本＝東部地域子育て支援センター

■2歳～就学前の子とその親)⑤

消
防
出
初
め
式

一
斉
放
水
や
鼓
笛
演
奏
も

せ
ん
。

　
い
ろ
は
ガ
ル
タ
の
１
枚
目

は
、
ご
存
じ
「
犬
も
歩
け
ば

棒
に
当
た
る
」
。
こ
の
こ
と

= = = ･ ゝ I r % ¶ I

今
年
は
戌
年

わ
ざ
の
意
と
し
て
、
「
何
か

を
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
何
か

と
災
難
に
遭
う
こ
と
も
多

い
」
、
あ
る
い
は
、
「
た
と
え

才
能
や
運
が
無
く
て
も
、
何

か
を
や
っ
て
い
る
う
ち
に
は
、

思
い
も
よ
ら
ぬ
幸
運
に
会
う

こ
と
も
あ
る
」
な
ど
と
い
わ

れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
解
釈

を
し
た
と
し
て
も
、
今
年
も
、

慎
重
な
心
配
り
の
も
と
に
、

積
極
的
な
努
力
を
惜
し
ま
ず
、

開
運
、
と
い
き
た
い
も
の
で

す
。

１月19㈲＝東部地域子育て支援

センター(o歳以上２歳未満几いず

れも午前10 時～11時半卜内容…

うた一手遊び･おもちゃ遊び

　くつぼみ＞＞とき…１月17日

(心26日本､午前lO時～11時半

レところ…西部地域子育て支援セ

ンター[＞対象…Ｏ歳～歩くまでの

子とその親〉､内容…ふれあい遊び

など

　くころころひろば＞トとき…１

月旧日水､午前io時～i時半に>

ところ…南部地域子育て支援セン

ター＞対象…O歳以上２歳未満レ

内容…うた・手遊び･おもちゃ遊び

　＜親子のひろば＞＞とき･とこ

ろ一対象…○1月25日水､午前10

時～11時半＝西部地域子育て支

援センターO歳～就学前の子と

その親) ○1月25日水､午後１

時半～3時＝東宇治幼稚mcz歳

7r-|r=¶---=･
ヒョウタン

コンテスト

　丹精込めて

作り上げたご

　　　ﾐ≒Jうこ礼
自慢の瓢箪を、

植物公園に展示してみませ

んか。美しく細工されたも

の、大きいもの、珍しいも

の、ユニークなものなど、

たくさんのご応募をお待ち

します。

ト

～就学前の子とその親)＞内容…

はがきでたこ作リン持ち物…古は

がき２枚

満1歳になりました

募
集

　谷口　風太い

　II16.12.25①／関町

血く、たくましく、

元気に育ってね!!

1?年１月生まれのお子さん。

11日水すでに広報課へ・

卜･応募条件･･･自分で栽培したもの(1人３点

まで｡複数の小さな瓢箪で１つに仕立てた作

品は１点と数える)。市内・市外は問いませ

ん･ト応募方法…作品に○住所○氏名(ふり

がな)○電話番号○分かれば品種名を書い

た札を必ず付け丿月14日出～22日刊に

直接同国へ。･･展示期間…1月25日水ト２

月26日龍･･人気投票…来園者による人気

投票を２月12日非まで行い､上位作品には

返却時に記念品を贈呈ト作品の返却…預か

０証を持って､３月１日水～回日1卜)に同園

へ｡卜休園日…毎週月曜(祝日の場合はその

翌日)卜問い合わせ…同園(7?39-9387)
－－一一ヽ

一一

○月・木の収集地域― ]月５日本

○火・余の収集地域＝1月６日㈲

　※この２日間は、午後の収集地域も

必ず午前9時までにごみ収集場所に出

してください。なお、１月９日悦以降

は平常どおりの収集にな０ます。

○1月４日水以降の各収集日から

c 1月４日(水S以降の各収集日から

(ちらレ看板で確認をしてください｡)

　烈環境政策室事業課・ごみ減量推進課

言示談回説示邨ﾝ込みづ

径概書球㈱屠び毛諺ば直接雀］

縦海逮行末よ卜

ijp.丿l●gifl･yi.《･句丿yeφち･･･お電話ば番号をよく確かめておかけください。

　＜新春三世代交流会＞＞とき

…1月９日冊､午前10 時～午後２

時(雨天決行)≫ところ…同センタ

ーレ内容…こども茶席､スライム

作り､こままむし､はねつき､餅つ

きなどレ対象…幼児以上(保護者

参加可)

　＜木工広場＞レとき…１月21

日(|二午前9時半～正午＞ところ

…同センター≫内容…木切れで自

由作品を作る＞対象…小学生以上

(親子での参加可)

　＜映画会＞＞とか‥1月22日

卜､午後１時半～３時半＞ところ

…同センター≫内容…｢ロボッツ

～特別編～｣ン対象…幼児以上

■地域子育て支援基幹センター

　mmセンター(?39-9109)

　＜げんきひろば＞＞とき…月･

水~金曜日と第２土曜日､午前9㈲

～午後４時＞ところ…ゆめりあ

うじ＞対象…0 歳～就学前の子と

その親≫内容…おもちゃ遊び･折

り紙遊びなど

　＜園庭開放＞＞とき･ところ…

■大久保青少年センター

　いずれも参加費無料。固同セ

ンター(??39-9281)

　＜あそびの広場･ドッジボール

広場＞レとき…1月ワ圧に=･21日

州､午前io時半～正午≫ところ…

同センター≫内容…囲碁一将棋､ド

ッジボールなど〉･対象…小学生以

上

‐
・
－
－
‐

年始のごみの収
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-7罠冒－カギをヒントにマスをうめ､二重わくの中の文字を並べ替えて

言葉を作ってください。ヒント…もうすぐ行われる大切な行事です。

ヨコのカギ

市の鳥です

マクロの腹側の脂肪の多い部分

大相撲の横綱の土俵入り。不知火型

と０００００型

胸のあたりでぴったりして､裾にかけ

て広がる衣服のシルエット

風邪をひくとＯＯが出て大変。ゴホ

ン、ゴホン

終わったあとに報告すること。ＯＯ

報告

気分をさわやかに一新すること

役に立たない人。○○のほう

屋根の下端の建物の外に出たところ。

ベルガモットの香りをつけた中国の

紅茶。アール・○○○

市の木ですOイロハ○ＯＯ

　　　　タテのカギ

心の悩みをもつ人の相談相手になっ

て、悩みの解消を図ること

今年の干支の鳴き声です

イタリアのスポーツ界で｢１部ﾘｰｸﾞ｣

の意味｡特にサッカーは有名です、

｢○○ＯＡ｣

音楽を英語でいうと

中年男性の白髪まじりの頭髪｡○○

○○グレー

茄でたじゃがいもなどを網目状の容

　　器などに押し付けて､食品を細かくす

　　る料理の技法

⑥公共などのために金品を贈ること

⑨欧米の女性優先の習慣。○○○･ファ

　　一スト

⑩飲み物用の小型の食器。○○○茶碗

⑩無用なことを言わなければ､禍いを招

　　かないことのたとえ｢○○も鳴かずば

　　打たれまい｣

　　＊　＊　＊　＊　＊　＊

　はがきに答え(6文字の言葉)と希望の賞、

住所・氏名｡年齢・あれば[市政だよりへ

の意見や感想]を書き、１月10日人(消印

有効)までに広報課(〒611-8501住所省

略可)へ。正解者の中から抽選でA賞…植

物公園の入園券をペアで20組、B賞…源

氏物語ミュージアムの観覧券をペアで20

組にお送りします。

ト
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（
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賞
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献血

●13日贈､午前lOBf～正午､午後禅

　3時半＝アル･プラザ宇治東

相談あんない

‐青少年相談　回日内､午後1時～4時、

　宇治公民館｡固保護司会･下岡範男さん

　(S22-12∠:i9)。

‐府交通事故相談　11日(心25日水､午

　前g時～ii時半､午後濯

　順に相談。固山城広域振興局(7?2ト

　2101)。

■暴力にかかわる困りごと相談　拓日計、

　午前9時～午後∠1時､来庁順に相談。

中央
11 B(水）
25日出
いずれも午後3時半～4時
対象-3歳以上でひとりで話

　　　が聞ける子ども
内容…手あそび、読み聞か
　　　せ､紙芝居など

参加費…無料

東宇治 11 Eﾖ㈲

西宇治 18 Eﾖ㈲

1月の展示会

　亘山城広域振興局く^21-2101≒府

　暴力追放運動推進センターでT?0ﾜ5-

　∠151-8930:では電話での相談も可。

●法律相談　毎週木躍､午後1時半～5

　時､総合福祉会館｡で雰23-085ﾜ:要予

　約。

Ｉ体に障害のある人のための相談　゛

　雇装具・リハビリ相談などこ整形外科＝

　毎過水曜、午後2時～4時　I施設利

　用一生活拒談などは月～金曜で祝8を除

　≪の午後１時～３時。いずれも京首府

　身体障害者更生相談所割陽市中芦原、

　7?55一4119、臥55-4974)へ。

中央 2旧里
いずれも午後3時半～４時

対象…子どもから大人まで

内容…主にストーリーテリン

　　　グ(素話)

参加費…無料
東宇治 25班）

※1月の休館日はl日況・２日･休・3日■六･・４日･し

10日人- 16日1ト23 Bfト26 B本〉30 引lです

６日喰～22即日）押し花展
グラスアート加工やロウを使用したものなど、さまざま

な手法を使った芸術性の高い押し花作品を展示します。

25 ｼﾞ)～
　2月26 B(卜）

ヒョウタン展
公募で出展された自作のヒョウタンを展示し人気投票
も行います。触れて楽しむコーナーも設けます。

2月の講習会
※申し込みは１か月前から電話か来園で受け付けします(先着順)。

※時間はいずれも午後１時半～３時半

11日夜鉢で楽しむ果樹作り

鉢植えに向く果樹の種類や栽培ポイント､種類別栽培方法

などの講義とブルーベリーの植え付け実習を行います。
2000円｡30人。

18日（
我が家の庭作り③～狭

い庭でもが－デニング～

胆誼での植栽方法､植物の選び方について講義し狭い庭を

有効に使つたづ－デニングの楽しみ方を学びます｡無料｡40人。

26 Eﾖ(目山野草の管理
早春から初夏の山野草の栽培管理や、秋に咲いたものの花
後の管理などの実演と講義を行います。無料。30人。

見ごろの植物

園　内 パンジー・ビオラ・ハボタンなどの冬花壇、ロウバイ、サンゴミズ十など

温　室 ラン類法ツクリ十ワケカリアンドラなど

　

1月のし尿収集

日程
1/16 笠取、二尾 1/13 白川、金井戸 1/7 *27 大久保町(｢久保m以剰｣除く)

1/23 炭山、池尾 1/23 半白、志津川 1/10・30久保(jR以東)
な謡牡良三三振言言六地蔵し゛ 1/24 乙方、山本、東内、又振、山田、紅斉 ………11:,､゛ヽ］ｽﾞﾐ万万とJE損島町八にこﾆﾆこぶ謡飛昌二謡昌

1/20 六地蔵(JR以西全域） 1/5・25 蔭山
1/23
大町、馬前、五才田、中川原、吹前

一町田、月夜、石橋､外､郡1/11・31 六地剛JR以東全域） 1/10・30 蛇塚

H五白玉戴士蒜蒜五鱗轟泳監幡　　丿スバル‥ 1/13 池森、弐番(府道以北)
1/16
大川原、十六、十八、十一、二十四、

三十五、千足、清水1/20 木幡(^R以西全域)
1/14
樋ﾉ尻、小桜、戸ﾉ内、米阪、天神

矢落(JR以北)、若森u以北)、里尻(JR以北)
1/10・30

北畠、檜尾、北山畑、南山畑、南端m以東)

東中Un以東)､大瀬戸(･iR以剌､中村m以東)

1/17 落合、南落合、－ﾉ坪、目川、本屋敷

1/17 野神､琵琶､大谷(権現町除く)、弐番(府道以南)
1/18
薗場、大幡、北内

門口、幡貫
1/11・31

畑山田、御園、赤塚、御蔵山、平尾、須留、花揃

南山､金草原､正中(jR以東)､陣ﾉ内Uh以東)
1/18

下居､善法､塔川､大谷(権現町のみ)､蓮華凍山､妙楽(県

神社お旅線以南186番地～)､壱番(県神社お旅線以南) にににンにェニ諧謡ご;小倉町謡こにびに聯謡竺田茲
旧里云云謡臼輿琵聯雷五ケ庄　　………レフト……とy;｀

1/19

妙楽(県神社ぉ旅線以北1～185番地)

壱番(県神社ぉ旅線以北)、宇文字

矢落(M以南)、若森(JR以南)、里尻m以南)

1/20 南浦(28番地～)

1/20

北ノ庄､西田.古川､寺界道､大林､谷前､野添､梅

林､芝ノ東u以西)、西浦(JR以西)、新開(jR以

西)、平野(M以西)、折坂u以西)、檀ﾉ東

1/24 老ﾉ木、天王、久保､寺内

1/5･ 25 中畑、東山

卜白丿二ヅ神ここ明・開，町・羽拍子町聯耳土卜丿 1/6･ 26 南堀池、堀池

1/23
岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ﾉ内

福角（M以西）、日皆田

1/12 石塚(心華寺通以西)、羽拍子町 1/10・30 西畑、奥畑

1/13 石塚(心華寺通以東)、宮北(1～6番地) 1/11・31 西山、神楽田(近鉄以東)

1/7・27
一番割、二番割、西浦(jR以東)、新開(jR以東)

平野m以東)、折坂(jR以東)、福角m以東)
1/14 開町、宮北(1～6番地除く) 1/17 新田烏､春日森

1/16 宮東、宮西
1/19
山際、蓮池、西浦、南浦(t～27番地）

神楽田（近鉄以西）1/10・30 三番割、広岡谷、芝ﾉ東Ur以東) 玉万万行三本庄こヅッレ広野町丿漕謡款謡にこにこ轜

雷器具昌聯昌綴罵輿夥蒐白道ド犬　ｊで土圧縦乱
1/7・27

西裏、茶屋裏、桐生谷(jR以西)、寺山u以西)

東裏Un以西)

素数毒亀計数に謡伊勢田癈笠嵐田PtIi!ﾐﾐ雨伝説沢辺

1/23 平町(京滋バイパス以北)
1/6・26

南遊田、遊田、中遊田､砂田、中ﾉ田、浮面

安田町1/24 田中、荒楓大垣内 1/10･ 30 寺山u以東)、東裏(JR以東)、一里山

　　　　　奥山、出口、谷下り、森本、中筋、河原
1/5’25 門前、只川、妙見、池山、岡谷

1/11･31 宮谷、尖山．中島
1/7・27

南山、ウトロ、中ﾉ荒､新中ﾉ荒

毛語､井尻､名木1/12 大開、丸山

1/6･ 26 車田、平町(京滋バイパス以南) 1/13 小根尾 1/10・30中山、大谷

1/7・27 東隼上り､西隼上り濃里､西中､東中､段ﾉ上､大谷1/14 桐生谷m以東) 1/11・31 北山、若林

植物公園　39-9387

おはなし会 おはなしたまてばこ

図書館I

中央

39-9256

/

東宇治39-9182/西宇治39-92

26

健康・衛星・相談
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京
都
の
織
物
商
∴
二
宅
安
兵
衛

は
、
晩
年
京
都
へ
の
恩
返
し
に
使

う
よ
う
に
と
息
子
に
１
万
円
を

委
ね
ま
し
た
。
安
兵
衛
の
死
後
、

京
都
の
名
所
を
訪
ね
歩
く
こ
と

を
楽
し
ん
だ
父
の
遺
志
に
か
な

う
と
考
え
た
息
子
は
京
都
と
そ

の
周
辺
に
約
４
０
０
基
の
石
碑

を
建
て
ま
し
た
。
「
宇
治
川
ラ
イ

ン
の
碑
」
は
そ
ん
な
石
碑
の
一
つ

で
す
。
当
初
は
旧
宇
治
橋
の
東

詰
の
下
流
側
に
建
っ
て
い
ま
し

た
が
、
新
宇
治
橋
の
架
橋
時
に
上

流
側
に
移
さ
れ
ま
し
た
。

/
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これから飼石うと思っている人口お薦

めの一冊です。

あんな

こんな

　　　　　　　　　　（☆は児童書）

　「ドッグズ・マインド」ブルース・フ

ォーグル著／山崎恵子訳／増井光子監

修／八坂書房

　犬はどのように

見たり聞いたり学

んだりするのでし

ょうか。情緒形成

のしくみ･ストレス

とその解消法は…。

獣医師が犬の体と

心を解説します。

犬を飼つでいる人、

｢ありがとう、チャンプ～車椅子の犬

と歩んだ15年～｣三浦英司著／幻冬舎

　交通事故で下半身不随となった雄犬

チャンプ。飼い主

は、命ある限り共

に生きていこうと

決意し、工夫に工

夫を重ねて犬の車

椅子を完成させま

す。たくさんの

人々に、生きるこ

との素晴らしさや

勇気を与えるノンフィクションです。

「イヌ科の動物事典」ジュリエット・ク

ラットン＝ブロック著／あすなろ書房

　古来から犬は人間のよきパートナー

として、協力し合い助け合って生きて

きました。現在では盲導犬や介助犬公

ど、その活躍する

場はますます大き

くなっています。

この本は、犬をけ

じめとするイヌ科

の動物の歴史や進

化の過程からいろ

いろな品種の紹介

まで、犬のすべて

が理解できる一冊です。

/ J

☆「イヌのしんぶんこうこく」ロリー・

Ｓ・ラーマン文／山口文生訳／アリソ

ン・バートレツ

ト絵／評論社

　子犬のニー

ロは理想の飼

い主をみつけ

ようと、新聞に

｡広告を出しま

した。けれど

も思うような

宇
治
川
ラ
イ
ン
の
碑

ゑ多. 芦こ更更･声し蒼こ:涙こ:ダノこずニ:遭で涙ニ三ぼしニ

　人はなかなか現れません。それもその

　はず、生まれたときからずっといつも

　遊んでくれる人間のジョージが「リそ

　うのともだち」だったのですから。犬

　切な友達はいつもそばにいてくれるん

　だと、ニーロはやっと気付いたのです。

☆「まいごのマイロ」大島妙子文・絵

／あかね書房

　こわかりの子犬、マイロのお話です。

雪の日、

みんなと

散歩に出

かけたマ

イロは、

はくれて

しまいま

す。そこ

で出会つだのが、不思議な生きものベ

ッシーでした。ほのぼのとした、かわ

いい絵本です。

いぬの本

館書図本

　
黄
璧
山
萬
福
か
の
総
門
の
前
、
植

え
込
み
の
申
に
あ
り
ま
す
。

　
鎌
介
時
代
、
明
恵
卜
人
が
瓦
ヶ
庄

の
付
人
に
、
馬
が
歩
い
た
足
跡
の
問

隔
で
茶
の
種
を
ま
く
よ
う
に
教
え

た
、
と
い
う
有
名
な
故
事
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
に
ち
な
ん
で
建
て
ら
れ
た

の
で
、
駒
蹄
影
（
こ
ま
の
あ
し
か
げ
）

碑
、
あ
る
い
は
そ
の
茶
畑
の
趾
（
あ

と
）
で
す
か
ら
園
趾
と
呼
ん
で
い
ま

す
。
毎
年
1
0
月
の
第
１
日
曜
、
束
宇

治
の
茶
業
関
係
者
は
先
人
の
遺
徳

を
し
の
ぶ
式
典
を
こ
こ
で
行
い
ま

す
。

駒
蹄
影
園
趾

　
宇
治
川
右
岸
朝
霧
僑
ヒ
流
の
眺
望

台
に
あ
る
石
碑
に
は
万
葉
集
に
収
め

ら
れ
て
い
る
和
歌
が
刻
ま
れ
て
い
ま

す
。
万
葉
集
に
は
宇
治
を
詠
ん
だ
歌

が
多
く
あ
り
ま
す
。
歌
碑
は
市
内
に

７
基
、
歌
の
内
容
と
そ
れ
に
ふ
さ
わ

し
い
景
観
を
つ
な
ぐ
い
わ
ば
目
印
と

な
る
よ
う
な
場
所
に
あ
り
ま
す
。
こ

こ
が
そ
の
一
つ
で
す
。

　
「
宇
治
川
は
淀
瀬
無
　
か
ら
し
網
代
人

舟
　
呼
ば
ふ
俘
を
ち
　
こ
ち
聞
ゆ
」
－
宇

治
川
に
は
流
れ
の
緩
や
か
な
川
瀬
が
な

い
ら
し
い
。
網
代
で
魚
を
取
る
人
の
舟

を
呼
ぶ
声
が
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
聞
こ
え

て
く
る
Ｉ
と
い
う
意
味
で
す
。

　
西
宇
治
公
園
の
体
育
館
の
北
面

の
壁
を
見
て
く
だ
さ
い
。
石
碑
が

は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
巨
椋
池

の
干
拓
と
昭
和
2
8
年
の
大
水
害
の

記
録
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
に
設

置
さ
れ
た
も
の
で
す
。
当
初
は
、
公

園
内
の
高
く
盛
ら
れ
た
場
所
に
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
Ｈ
年
の
体
育
館

の
建
設
に
伴
っ
て
現
在
の
場
所
に

移
さ
れ
ま
し
た
。
分
か
り
に
く
い

場
所
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
め
石
の
上

ま
で
浸
水
し
た
こ
と
を
知
る
と
、
皆

さ
ん
と
て
も
驚
か
れ
ま
す
。

西
宇
体
育
館
壁
面
の
碑

朝
霧
橋
上
流
眺
望
台
の
万
葉
歌
碑

石
碑
か
ら
、
あ
な
た
の
地
域
の
違
っ
た
一
面
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
か
も

　碑

～いしぶみ～
「
～
‐
言
．
・
．
．
　
．
．
竃
凛
眉
毛
順
温
．
淫
書
若
屋
駅
Ｉ
｀
懲
薗
飛
纂
驚
黛
潅
習
急
癩
春
彦
普
莱
考
一
回
．
屋
謳
・

探
詮
譲
榴
顎
眉
謹
難
場
１
汝
丿

浅
証
拾
接
靉
縦
渚
財
潜
響
１
　
診

療
の
．
歴
史
を
彩
ぶ
優
雅
で
壮
大
な
建
造
物
が
・
お
ぶ
誦

が
資
鑓
偕
踏
護
漂
で
ｙ
玉
詣

ば
腿
け
巡
誰
巡
ぶ
れ
ぷ
饗

を
示
　
　

只
濁

奄
一
ｙ
誓
墳
彿
袷
】
　
岐
難

挙

見

な
路
傍
の
語
り
部
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
で
ま
方
５
　
　

宇
治
屋
の
辻
の
道
標

　
昔
、
宇
治
屋
の
辻
（
Ｊ
Ｒ
新
田

駅
の
西
北
、
旧
大
和
街
道
と
府
道

宇
治
淀
線
と
の
交
差
点
）
と
呼
ば

れ
た
と
こ
ろ
の
道
標
で
す
。
上

部
に
ト
ミ
面
観
音
が
彫
ら
れ
て

い
る
の
が
特
徴
で
す
が
、
実
は
こ

の
道
標
は
町
内
会
が
建
て
ら
れ

た
複
製
で
す
。
元
の
道
標
は
平

成
９
年
Ｈ
月
の
交
通
事
故
の
と

き
に
折
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

折
れ
た
道
標
は
町
内
会
が
修
理

さ
れ
、
現
在
は
広
野
公
民
館
の
前

に
建
っ
て
い
ま
す
。

市
歴
史
資
料
館

　
館
長
　
吉
水
利
明
さ
ん

「
い
し
ぶ
み
」
の
魅
力
と
は
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